
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
容器本体と、この容器本体に開閉自在に蝶着される蓋体とを備え、容器本体内に化粧皿を
収納するようにした化粧料容器において、
前記容器本体内を、隔壁を介して２つの収納部に隔成し、その一方を化粧皿収納部として
形成する一方、前記化粧皿の外周に係合溝を形成し、前記隔壁の化粧皿収納部側内面に、
前記化粧皿の係合溝に係合可能な第１係合突起を形成すると共に、前記隔壁に対向する化
粧皿収納部内面に、上下方向に延びる縦スリットを両側に形成して下端を自由端とする前
記第１係合突起に対応する複数の爪を形成し、これら爪の下端部内面に、前記化粧皿の係
合溝に係合可能な第２係合突起を形成すると共に、これら爪間の容器本体内面を、下端を
自由端として前記爪より大きなバネ力をもって可撓可能な保持壁とし、この保持壁の内面
に、前記第２係合突起より少ない突出量に設定されて前記化粧皿を第１係合突起方向に押
圧する凸部を形成したことを特徴とする化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、化粧皿を交換可能とした化粧料容器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の化粧料容器としては実開昭６２－８８０１号公報に開示されるものが存在し、化
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粧料を詰めた化粧皿を容器本体に対して脱着可能として、１つのコンパクトで複数種類の
化粧料の交換が可能となっている。ところで、前記コンパクトは脱着しようとする化粧皿
の上端周縁部に鍔部を形成すると共に、下端周縁部に突起を形成してあり、化粧皿の一側
に設けた突起を容器本体の中央部に形成した仕切りから突設する突起に係合すると共に、
化粧皿の他側に設けた突起をカギ状中枠の突出部分下側に係合するようになっている。ま
た、前記化粧皿はばね板により化粧皿の一側の前記突起と前記仕切りの突起とが係合保持
される方向に押圧付勢される。
【０００３】
そして、化粧皿を装着する場合はこの化粧皿を斜めにして、かぎ状中枠の突出部分の下側
に化粧皿他側の突起を潜り込ませた後、化粧皿一側の突起を仕切りの突起に係合させるよ
うになっている。一方、前記化粧皿を離脱させるには前記装着動作とは逆に、ばね板の付
勢力に抗して化粧皿を移動して化粧皿一側の突起と仕切りの突起とを外した後、この化粧
皿を斜めにしてかぎ状中枠の突出部分から化粧皿他側の突起を抜取るようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる従来の化粧皿を脱着可能としたコンパクトにあっては、化粧皿一側
の突起がかぎ状中枠の突出部分に係合されるようになっているため、この化粧皿の脱着時
に化粧皿自体を斜めにする必要がある。このため、化粧皿の脱着の仕方が分かりずらく、
取扱いが不便であるという課題があった。
【０００５】
そこで、本発明はかかる従来の課題に鑑みて、化粧皿を斜めにすることなく脱着を簡単に
行うことができる化粧料容器を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成するために本発明は、容器本体と、この容器本体に開閉自在に蝶着され
る蓋体とを備え、容器本体内に化粧皿を収納するようにした化粧料容器において、前記容
器本体内を、隔壁を介して２つの収納部に隔成し、その一方を化粧皿収納部として形成す
る一方、前記化粧皿の外周に係合溝を形成し、前記隔壁の化粧皿収納部側内面に、前記化
粧皿の係合溝に係合可能な第１係合突起を形成すると共に、前記隔壁に対向する化粧皿収
納部内面に、上下方向に延びる縦スリットを両側に形成して下端を自由端とする前記第１
係合突起に対応する複数の爪を形成し、これら爪の下端部内面に、前記化粧皿の係合溝に
係合可能な第２係合突起を形成すると共に、これら爪間の容器本体内面を、下端を自由端
として前記爪より大きなバネ力をもって可撓可能な保持壁とし、この保持壁の内面に、前
記第２係合突起より少ない突出量に設定されて前記化粧皿を第１係合突起方向に押圧する
凸部を形成したことを特徴とする。
【０００７】
【作用】
以上の構成により本発明の化粧料容器にあっては、化粧皿は２つの収納部に隔成した一方
の化粧皿収納部内に嵌合されるようになっており、この化粧皿を上方から化粧皿収納部に
挿入することにより、化粧皿の下端部で爪を押し開きつつこの化粧皿の係合溝が、隔壁に
形成した第１係合突起に係合すると共に、前記爪に形成した第２係合突起が係合溝に位置
した時点で爪が復帰してこの第２係合突起が係合溝に係合する。このとき、前記爪間の保
持壁に形成した凸部で化粧皿が第１係合突起方向に押圧されて、この第１係合突起と前記
係合溝との係合状態が保持されると共に、前記凸部は前記第２係合突起より少ない突出量
に設定されているので、この第２係合突起と係合溝との係合状態も保持され、化粧皿の離
脱が防止される。従って、化粧皿を上方から化粧皿収納部に単に押し込むことによって、
係合溝が第１，第２係合突起にそれぞれ係合されて化粧皿の装着が可能となり、化粧皿の
装着作業を著しく簡単に行うことができる。次に、前記化粧皿を取り外す際には、化粧皿
を押すことで前記凸部を押圧して保持壁を撓ませつつ第１係合突起から係合溝を離脱させ
、そして、化粧皿の第１係合突起側が上方となるように斜めにしてこの化粧皿を上方に持
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ち上げて第２係合突起から係合溝を離脱する。
【０００８】
【実施例】
以下、本発明の実施例を添付図面を参照して詳細に説明する。図１から図５は本発明にか
かる化粧料容器の一実施例を示し、図１は化粧皿を取り出して蓋体を開放した状態の化粧
料容器の斜視図、図２は蓋体を開放した化粧料容器の平面図、図３は蓋体を閉止した状態
の図２中Ａ－Ａ線に対応する断面図、図４は化粧皿の装着状態を示す拡大要部断面図、図
５は化粧皿を離脱する状態を示す拡大要部断面図である。
【０００９】
即ち、本実施例にかかる化粧料容器１０は、図１，図２に示すように容器本体１２の後方
端部に蓋体１４が蝶番１６を介して開閉可能に蝶着される。前記容器本体１２内は略中央
部に設けられる隔壁１８によって左右２つの収納部に隔成され、一方（図中左方）の収納
部が化粧皿収納部２０として形成され、かつ、他方（図中右方）の収納部をパフ等を入れ
る小物入れ２２として用いる。そして、前記化粧皿収納部２０には、前記容器本体１２と
は別体に形成される図１に示した化粧皿２４が脱着可能に収納される。
【００１０】
前記化粧皿２４は前記化粧皿収納部２０の内周形状に沿って矩形状に形成され、その内部
に化粧料２６が充填されると共に、この化粧皿２４の下端部外周には係合溝２４ａが形成
されている。一方、前記隔壁１８の化粧皿収納部２０側の内面２０ａには、前記化粧皿２
４の係合溝２４ａに係合可能な一対の第１係合突起２８，２８が形成される。また、前記
隔壁１８に対向する化粧皿収納部２０の内面２０ｂに、前記第１係合突起２８，２８に対
向して一対の爪３０，３０を形成する。これら爪３０，３０は前記内面２０ｂの下端部を
分離して上下方向に延びる縦スリット３０ａを両側に形成し、上端部の付け根部分を中心
として可撓可能となっている。そして、前記爪３０，３０の下端部内面には前記化粧皿２
４の係合溝２４ａに係合可能な第２係合突起３２，３２が形成される。尚、前記隔壁１８
の中央部には装着した化粧皿２４を押圧するための凹設部１８ａが形成されている。
【００１１】
また、前記一対の爪３０，３０間の容器本体内面２０ａの下端部を分離して保持壁３４が
形成される。この保持壁３４は下端部を自由端として上端部の付け根部分を中心として可
撓可能となる。このとき、図３に示すように前記保持壁３４の幅Ｗ１　を前記爪３０の幅
Ｗ２　より広くして、保持壁３４のバネ力が爪３０より大きく設定される。前記保持壁３
４の内面には前記化粧皿２４の装着状態でこの化粧皿２４を前記第１係合突起２８方向に
押圧する一対の凸部３６が形成される。このとき、前記凸部３６の突出量は前記第２係合
突起３２より少なく設定され、この凸部３６で化粧皿２４を押圧した状態で第２係合突起
３２が化粧皿２４の係合溝２４ａに係合した状態が保持される。
【００１２】
尚、本実施例の化粧料容器１０は蓋体１４の裏面１４ａにバニティミラー３８が取付けら
れると共に、この蓋体１４の先端部中央に突設したフック４０が、図３に示すように容器
本体１２の前端部中央に形成した突起４２に係止されることにより、蓋体１２の閉止状態
が保持されるようになっている。また、蓋体１２を開放する際には、前記フック４０を押
し上げて突起４２との係止を解除するようになっている。
【００１３】
以上の構成により本実施例の化粧料容器にあっては、化粧皿２４を装着する際には、この
化粧皿２４を上方から化粧皿収納部２０に挿入し、化粧皿２４の下端部が第２係合突起３
２に当接した状態から更に押し込むことにより、図４に示すように一対の爪３０，３０を
押し開きつつこの化粧皿２４の係合溝２４ａが、隔壁１８に形成した一対の第１係合突起
２８，２８に係合すると共に、前記爪３０，３０に形成した第２係合突起３２，３２が係
合溝２４ａに位置した時点で、爪３０，３０が復帰してこの第２係合突起３２，３２が係
合溝２４ａに係合する。このように第１，第２係合突起２８，３０が係合溝２４ａに係合
されることにより、化粧皿２４の離脱が防止されて装着が完了される。このとき、前記爪
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３０，３０間の保持壁３４に形成した凸部３６，３６で化粧皿２４が第１係合突起２８，
２８方向に押圧されて、この第１係合突起２８，２８と前記係合溝２４ａとの係合状態が
保持される。また、前記凸部３６，３６は前記第２係合突起３２，３２より少ない突出量
に設定されているので、この第２係合突起３２，３２と係合溝２４ａとの係合状態も保持
され、化粧皿の離脱が確実に防止される。従って、本実施例では化粧皿２４を上方から化
粧皿収納部２０に単に押し込むことによって、係合溝２４ａが第１，第２係合突起２８，
３２にそれぞれ係合されて化粧皿２４の装着が可能となり、化粧皿の装着作業を著しく簡
単に行うことができる。
【００１４】
次に、前記化粧皿２４を化粧皿収納部２０から取り外す際には、隔壁１８の凹設部１８ａ
から指を差し込んで化粧皿２４を爪３０，３０の配置方向に押圧して移動し、この化粧皿
２４で前記凸部３２，３２を押圧して保持壁３４を撓ませつつ第１係合突起２８，２８か
ら係合溝２４ａを離脱させ、そして、化粧皿２４の第１係合突起２８，２８側が上方とな
るように斜めにしてこの化粧皿２４を上方に持ち上げて、第２係合突起３２から係合溝２
４ａを離脱するようになっている。
【００１５】
図６は他の実施例を示し、前記実施例と同一構成部分に同一符号を付して重複する説明を
省略して述べる。尚、図６は図３に対応する断面図である。
【００１６】
即ち、この実施例は化粧皿収納部２０内に、この化粧皿収納部２０の内周を覆う中枠５０
を装着し、この中枠５０に爪３０，３０および保持壁３４を形成してある。尚、図示は省
略したが第１係合突起２８も前記中枠５０に形成される。
【００１７】
前記中枠５０は上端周縁部に鍔部５０ａが形成されると共に、外側周縁部に係止凸部５０
ｂが形成される。そして、前記鍔部５０ａが化粧皿収納部２０の上端に当接されると共に
、前記係止凸部５０ｂが化粧皿収納部２０の内周に形成した凹部５２に嵌合係止されて中
枠５０の抜止めが行われる。
【００１８】
従って、この実施例にあっても前記実施例と同様に化粧皿２４の脱着操作を簡単に行うこ
とができるのは勿論のこと、前記爪３０および前記保持壁３４が中枠５０に形成されるこ
とにより、容器本体１２とこれら爪３０および保持壁３４との材質を変えることができる
。このため、容器本体１２の材質にかかわりなく爪３０および保持壁３４のバネ力を任意
に設定することができる。
【００１９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の化粧料容器にあっては、容器本体内を隔壁を介して隔成した
一方の化粧皿収納部内に化粧皿が嵌合されるようになっており、前記化粧皿の外周に係合
溝を形成し、前記隔壁の化粧皿収納部側内面に前記化粧皿の係合溝に係合可能な第１係合
突起を形成すると共に、前記隔壁に対向する化粧皿収納部内面に、上下方向に延びる縦ス
リットを両側に形成して下端を自由端とする前記第１係合突起に対応する複数の爪を形成
し、これら爪の下端部内面に前記化粧皿の係合溝に係合可能な第２係合突起を形成したの
で、化粧皿を上方から化粧皿収納部に挿入することにより、化粧皿の下端部でこれら爪を
押し開きつつこの化粧皿の係合溝が前記第１係合突起に係合すると共に、前記第２係合突
起が係合溝に位置した時点で爪が復帰してこの第２係合突起が係合溝に係合して化粧皿を
装着することができる。また、前記爪間の容器本体内面を、下端を自由端として前記爪よ
り大きなバネ力をもって可撓可能な保持壁とし、かつこの保持壁の内面に、前記第２係合
突起より少ない突出量に設定されて前記化粧皿を第１係合突起方向に押圧する凸部を形成
したので、前記化粧皿を装着した際にこの凸部で化粧皿を第１係合突起方向に押圧して、
この第１係合突起と前記係合溝との係合状態を保持することができると共に、前記凸部は
前記第２係合突起より少ない突出量に設定されているので、この第２係合突起と係合溝と
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の係合状態も保持されて化粧皿の離脱を確実に防止することができる。従って、化粧皿を
上方から化粧皿収納部に単に押し込むことによって、係合溝が第１，第２係合突起にそれ
ぞれ係合されて化粧皿の装着が可能となり、化粧皿の装着作業を著しく簡単に行うことが
できる。一方、前記化粧皿を取り外す際には、化粧皿を押すことで前記凸部を押圧して保
持壁を撓ませつつ第１係合突起から係合溝を離脱させ、そして、化粧皿の第１係合突起側
が上方となるように斜めにしてこの化粧皿を上方に持ち上げて第２係合突起から係合溝を
離脱することができるため、化粧皿の取り外しも簡単に行うことができるという優れた効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示す化粧皿を取り出して蓋体を開放した状態の化粧料容器の
斜視図である。
【図２】本発明の一実施例を示す蓋体を開放した化粧料容器の平面図である。
【図３】本発明の一実施例を示す蓋体を閉止した状態の図２中Ａ－Ａ線に対応する断面図
である。
【図４】本発明の一実施例を示す化粧皿の装着状態の拡大要部断面図である。
【図５】本発明の一実施例を示す化粧皿を離脱する状態の拡大要部断面図である。
【図６】本発明の他の実施例を示す図３に対応する断面図である。
【符号の説明】
１０　化粧料容器　　　　　　　　　　１２　容器本体
１４　蓋体　　　　　　　　　　　　　１６　蝶番
１８　隔壁　　　　　　　　　　　　　２０　化粧皿収納部
２４　化粧皿　　　　　　　　　　　　２４ａ　係合溝
２６　化粧料　　　　　　　　　　　　２８　第１係合突起
３０　爪　　　　　　　　　　　　　　３２　第２係合突起
３４　保持壁　　　　　　　　　　　　３６　凸部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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